
被保険者

（７５歳以上の方）

各医療保険（健保、国保、政管、船保、共済）の被保険者

（０～７４歳）

【都道府県単位の広域連合（全市町村が加入）】

支援金
（現役世代の仕送り）

患者

負担

公費（約５割）
〔国：都道府県：市町村＝４：１：１〕

高齢者の保険料
１割(※）

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約４割（※）

医療 保険料

長寿医療制度は「支え合い」の仕組みです。
政策レポート

◆制度の考え方

○ 今までと同様、現役の方々よりも軽い負担で、医療を受けることができる。

○ 市町村によって約５倍の保険料格差があったのが、約2倍に縮まる。

○ 「支え合いの仕組み」に現役世代が納得して参加できるよう、各世代が負担する割合

をはっきりさせる。（孫・ひ孫の世代のため）

５＋４＝９割
が仕送り

1300万人・10．8兆円

一人あたり８２万円

※将来的には現役世代が減少することを
踏まえ、長寿医療世代と現役世代のバラン
スを取りながら２年に1度、見直し。

給付

※負担軽減策により実質は約８％


